
江
渡
聡
徳
衆
議
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「
防
衛
副
大
臣
」
再
任

　

地
元
選
出
の
江
渡
聡
徳
衆
議
院
議
員
が
、
こ
の
た
び
発
足
し
た
福
田
新
内
閣
に
お

い
て
、
引
き
続
き
「
防
衛
副
大
臣
」
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

副
大
臣
と
し
て
多
忙
を
極
め
る
中
、
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

江
え

   渡
と

   聡
あき

   徳
のり

さん 

生年月日
　昭和30年10月12日 

信条
　「随処に主となれば
　　　 立処皆真なり」 

趣味　読書、映画鑑賞

　

秋
冷
の
候
、
十
和
田
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
私
の
政
治
活
動
に
、

ご
支
持
、
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
８
月
29
日
の
安
倍
改
造
内
閣
に
引

き
続
き
、
こ
の
た
び
福
田
新
内
閣
組
閣
に

伴
い
防
衛
副
大
臣
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
、
ご
厚
情
の
賜

物
と
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
８
年
初
当
選
を
さ
せ
て
頂
い
て
以

来
、
現
在
３
期
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
国
政
に
お
い
て
は
、
経
済
産
業

委
員
会
理
事
、
議
院
運
営
委
員
会
理
事
を

は
じ
め
各
委
員
会
の
理
事
等
を
歴
任
し
、

ま
た
、
自
民
党
国
会
対
策
副
委
員
長
を
２

期
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
「
地
方
の
繁
栄
な
く
し
て
国

の
繁
栄
は
あ
り
え
な
い
」
と
の
信
念
の
も

と
、
地
域
振
興
発
展
の
た
め
に
汗
を
流
し

て
参
り
ま
し
た
。
特
に
、
２
期
務
め
た
内

閣
府
大
臣
政
務
官
時
代
に
お
い
て
は
、
青

森
県
を
は
じ
め
多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
、

構
造
改
革
特
別
区
域
（
特
区
）
、
地
域
再

生
の
指
定
を
決
定
し
、
微
力
な
が
ら
結
果

を
出
す
こ
と
が
出
来
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
、
現
在
の
日
本
の
安
全
保
障
に
お

け
る
環
境
は
極
め
て
厳
し
く
、
防
衛
省
に

お
き
ま
し
て
も
難
問
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
国
民
の
安
全
と

安
心
確
保
、
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
の
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
み
、
我
が

使
命
を
果
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
初
心
を
忘
れ
る
事
な
く
研

鑚
を
積
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
和
田
市
民
の
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
し
、
私
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

防
衛
副
大
臣 

衆
議
院
議
員 

江
渡 

聡
徳

　本市は今年度から、セーフコミュニティに向けて市民
の皆さんとともに取り組むことにしました。なぜ、今こ
のセーフコミュニティ（新しい安心･安全なまち）の取
り組みが必要なのかを説明します。
　昨今、わたしたちを取り巻く環境は大きく変化をして
おり、さまざまな不安があります。
▶事故に巻きこまれる子どもが多い。
▶自殺が増えている。
▶転倒して、介護が必要になった人がいる。
　また、死亡原因を見ると病気以外の不慮の事故や自殺
などによるものも多い現状です。このような死亡は予防
できるという考えのもとに始められたものです。
　当市では、これまでもコミュニティ活動が活発に行わ
れてきました。今後は、どんな事故がどんな場所で多い
のかなどをきちんとデータ分析をして、ボランティアの
かたをはじめ、さまざまな職種・組織の人たちで役割分
担をし、効果的な取り組みを行います。
　ここでいう事故とは、交通事故・転倒・溺死・誤飲・
火災・他殺・薬物中毒・虐待・自殺・外傷後ストレス傷
害・災害などの病気以外のわたしたちの安心で安全な暮
らしを脅かすすべての傷害を対象とします。

　特に、次の２点がポイントです。
１．地域ぐるみの安心・安全のために職種を問わない事
　　故予防の取り組みです。
２．科学的なデータを活用します。
※これは、けがや事故のデータを活用し、取り組みによ
　る影響や成果を科学的な視点から分析し、市民ぐるみ
　で改善につなげるものです。
※広報とわだを通じて、セーフコミュニティに関するコ
　ラムを連載していきます。耳慣れない言葉ですが、市
　民のみなさんと一緒に理解を深めていきたいと考えて
　いますので、ご協力をお願いします。

日本人の死因

自殺は青森県は
ワースト２位

14歳未満の死因
では不慮の事故
が１位

15分に１人が不慮の事故
で、20分に1人が自らの手
で命を絶っている！

（厚生労働省
　平成17年度人口動態調査より）

  問い合わせ先 　健康推進課（☎㉕1181）


